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「
唱
歌
」
は
、
一
八
七
二
（
明
治

５
）
年
の
「
学
制
」
発
布
に
よ
り
、

小
学
校
14
番
目
の
教
科
と
し
て
登

場
し
ま
し
た
。
欧
米
の
教
育
制
度

に
な
ら
っ
た
も
の
の
、
当
時
は
教

え
る
先
生
も
お
ら
ず
、
教
材
や
設

備
も
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
「
学

制
」
に
は
「
当
分
之
ヲ
欠
ク
」
と

こ
れ

か

但
し
書
き
が
あ
り
、
実
際
に
授
業

が
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

小
学
校
で
の
唱
歌
教
育
実
施
に

向
け
て
、
一
八
七
九
（
明
治
12
）
年

に
文
部
省
直
轄
の
音
楽
教
育
・
研

究
機
関
と
し
て
「
音
楽
取
調
掛
」

か
か
り

（
現
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
）
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
で
あ
っ

た
伊
澤
修
二
は
、一
八
八
一
（
明
治

14
）
年
か
ら
、
我
が
国
初
の
音
楽

（
唱
歌
）
教
科
書
『
小
學
唱
歌
集
』

全
三
編
を
順
次
編
纂
・
発
行
し
ま

し
た
。
こ
の
当
時
、
幼
稚
園
や
小

学
校
で
歌
わ
れ
て
い
た
曲
の
多
く

は
、
西
洋
の
旋
律
に
日
本
語
の
訳

詞
を
無
理
に
は
め
込
ん
だ
、
ぎ
こ

ち
な
い
歌
で
し
た
。
ま
た
、
歌
詞

が
文
語
体
の
た
め
子
ど
も
た
ち
に

は
歌
い
に
く
い
も
の
で
し
た
。

　

「
蛍
の
光
」
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
民
謡
「
オ
ー
ル
ド
・
ラ
ン

グ
・
サ
イ
ン
」
を
原
曲
と
し
て
一

八
八
一
（
明
治
14
）
年
尋
常
小
学
校

の
唱
歌
と
し
て
、
小
學
唱
歌
初
編

が
編
纂
さ
れ
た
と
き
、
「
蛍
」
の

題
名
で
採
用
さ
れ
た
曲
で
す
。

　

海
外
で
生
ま
れ
た
「
蛍
の
光
」
。

し
か
し
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、

日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
と
同
じ
特

徴
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の

伝
統
的
な
音
楽
で
は
、
よ
く
「
四

七
（
よ
な
）
抜
き
音
階
」
が
使
わ

れ
て
い
る
（
ド
レ
ミ
を
番
号
に
置

き
換
え
る
と
、
４
番
目
の
フ
ァ
、

７
番
目
の
シ
を
欠
い
て
い
る
）
の

で
す
が
、
「
オ
ー
ル
ド
・
ラ
ン
グ

・
サ
イ
ン
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
、

こ
の
四
七
抜
き
音
階
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

「
仰
げ
ば
尊
し
」
は
、
「
蛍
の

光
」
の
他
に
も
う
一
つ
卒
業
式
の

式
歌
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
歌
を
、

と
い
う
こ
と
で
加
え
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
原
曲
は
長
年
ア
メ
リ
カ
民

謡
で
、
原
詞
・
原
曲
は
不
詳
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
に
な
り

一
八
七
一
年
に
ア
メ
リ
カ
で
作
ら

れ
た
曲
で
、
原
題
は
「So

n
g_
f
or

_t
h
e_
C
lo
s
e_
S
ch
o
ol

」
学
校
を
閉

じ
る
に
あ
た
っ
て
の
歌
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
原
曲
で
も

学
校
や
級
友
と
の
別
れ
が
歌
わ
れ

て
お
り
、
「
仰
げ
ば
尊
し
」
と
共

通
点
も
多
く
、
か
な
り
原
曲
を
ふ

ま
え
た
訳
詞
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
な
お
長
き
に
渡
っ
て
愛
唱
さ
れ

続
け
て
い
る
定
番
ソ
ン
グ
で
す
。

一
番
：
蛍
の
光
、
窓
の
雪
（
略
）　

二
番
：
止
ま
る
も
行
く
も
、　
　

　
　
　
　
　
　

限
り
と
て
（
省
略
）

三
番
：
筑
紫
の
極
み
、
陸
奥
の
奥
、

　
　
　

海
山
遠
く
、
隔
つ
と
も
、

へ
だ

　
　
　

そ
の
真
心
は
、
隔
て
無
く
、

へ
だ

　
　
　

一
つ
に
盡
く
せ
、
國
の
為

つ

く
に

た
め

四
番
：
千
島
の
奥
も
、
沖
縄
も
、

　
　
　

八
洲
の
内
の
、
護
り
な
り

や
し
ま

ま
も

　
　
　

至
ら
ん
國
に
、
勲
し
く
、

い
た

い
さ
を

　
　
　

努
め
よ
我
が
兄
、
恙
な
く

せ

つ
つ
が

（
四
番
は
、明
治
初
期
→
日
清
戦
争

→
日
露
戦
争
な
ど
領
土
拡
張
に
よ

り
何
度
か
改
変
さ
れ
て
い
ま
す
）


